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研究要旨 

「治療と仕事の両立お役立ちノート」を作成し、研究班のホームページや関連学会のホームページ等におい

て、患者及び国民に広く普及する。さらに、普及・啓発活動、療養指導等に活用する。 

 

 

A．研究目的 

「治療と仕事の両立お役立ちノート」を作成し、

CKD 患者の適切な管理により CKD ステージの進行

を遅らせ、なるべく長い間、社会参加が可能な状

態を維持し、透析患者・腎移植患者の社会参加を

可能にするツールとして活用され、CKD 患者（透

析患者及び腎移植患者を含む）の就労者数増加や

復職率向上に寄与することを目指す。 

 

B. 研究方法 

・CKD 患者の両立支援に有益な情報を収集し、

課題を抽出する。 

・復職・新規就労に有用な機関・制度、有用な社

会制度についての取りまとめを行う。 

 

C. 研究結果 

１）CKD 患者を対象とした既存の就労支援関連資

材においては、維持透析患者や腎移植後患者への

医療上の注意点や障害認定情報等が主であり、保

存期 CKD 患者向けの就労上の注意点や医療費に関

する情報は不足していた。 

 

２）CKD の原疾患として高頻度なもののうち、糖

尿病と難病については、既に患者向けの両立支援

資材が作成されているが、高齢化などにより近年

増加傾向である高血圧を背景とした CKD に関する

情報は不足していた。 

 

D. 考察 

 CKD は原疾患や臨床経過が様々であることによ

り、利用可能な制度等も様々である。患者・家族

向けには特に、維持透析患者や腎移植後患者に対

する障害認定の情報、保存期 CKD患者に対する指

定難病や高額療養費制度に関する情報等が必要と

考えられる。患者会等の意見を参考にしながら、

必要な情報がワンストップで得られる資材を作成

することが有用と考えられた。 

 

E. 結論 

社会参加継続および復帰を可能にするツールとし

て活用され、CKD 患者が自らの状態を理解し、

主体的に治療と就労に取り組むことに繋がり、

CKD 患者の就労者数増加や復職率向上に寄与す

ることが期待される。また、CKD 患者の適切な

治療により CKD 重症化予防にも貢献し、透析導

入減少にも資することが期待される。 

 

G. 研究発表 

1.  論文発表 

なし 

 

2.  学会発表 

なし 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

  （予定を含む。） 

1. 特許取得：なし 

2. 実用新案登録：なし 

3.その他：なし 
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